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12月22日～24日に九日町の金剛乗寺で

は、「お寺でクリスマス」が開催され、優

しい和の灯りが聖なる夜を照らしました。



q平成19年中に中途退職した給与所得者で、源泉徴収税を
納め過ぎになっている人

w各種所得控除・税額控除を追加する人
期間u２月１日F～15日F ９：00～16：00

（土日祝祭日を除く）
会場u市役所３階第１会議室および各総合支所税務班
＊還付申告は、各申告会場でもできますが、混雑します
ので、上記の期間をご利用ください。

q老年者控除廃止に伴う経過措置による減額措置の廃止
平成17年１月１日時点において、65歳以上で合計所得
金額が125万円以下の人に対する減額措置がなくなり
ます。

w地震保険料控除の創設
損害保険料控除がなくなり地震保険料控除ができまし
た。経過措置として、平成18年12月31日までに加入し
た「長期損害保険契約等」については、今までどおり
の損害保険と同様の金額が控除できます。

e住民税の住宅ローン控除
税源移譲により所得税が減額となり、控除できる住宅
ローン控除額が減ることがあります。平成18年末まで　
に入居し、所得税の住宅ローン控除を受けている人で、
所得税から控除仕切れなかった額がある場合は、申告
をすることにより、翌年度の住民税（所得割）から控
除できます。

今年も市・県民税と所得税の申告時期が近づきました。
もし、申告を忘れてしまうと、各種証明書の交付を受ける
ことができなかったり、国民健康保険税の軽減措置が受け
られなくなることがあります。必ず期限内に申告しましょ
う。わからない点がありましたら、お気軽におたずねくだ
さい。

…山鹿税務署　144‐2181
または、市役所・税務課市民税係　143‐1120

鹿北総合支所・税務班　　132‐3111
菊鹿総合支所・税務班　　148‐3111
鹿本総合支所・税務班　　146‐3111
鹿央総合支所・税務班　　136‐3112

問合せ

申告会場u確定申告センター（ＪＡかもと会館内）
申告期間u２月18日B～３月17日Bまで

（土曜・日曜を除く）
相談時間u９：00～16：00まで

平成20年１月１日現在山鹿市に
お住まいですか？（でしたか？）

その収入は、給与収入の
みで、勤務先から市役所
への給与支払報告書の提
出が済んでいる人

その収入が、事業 (営
業・農業）や不動産であ
る人

平成19年中は山鹿市在住のご家族
の扶養（税務上）に入っていまし
たか？

平成19年中に何らかの収入があ
りましたか？

その収入が、遺族年金や障
害者年金などの非課税とな
る収入である人（※注）

申告は不要です

山鹿市での申告は不要です
※1月1日にお住まい（だった）の市町村にご
相談下さい

原則申告は不要ですが次に該当される人は申告が必要
です
・各種の所得控除を追加する人
・２か所以上からの給与の支払いを受けた人や19年度
の途中で退職された方で年末調整がまだの人
※税務署で確定申告を済ませた人は住民税（市県民税）
の申告は不要です

住民税（市県民税）の申
告が必要です
※税務署で確定申告を済
ませた人は不要です

収入が公的年金のみで、収入額
が158万円以下の65歳以上の人
（65歳未満の人は98万円以下）
※年齢判定基準日は平成19年
12月31日

・国民健康保険被保険者
の人は軽減判定のため申
告が必要です
・所得証明書などが必要
な人は申告が必要です

・国民健康保険被保険者の人は軽減判定のた
め申告が必要です
・所得証明などが必要な人は申告が必要です

B （このチャートはあくまでも目安です。詳しくはお問い合せ下さい）

B

国民健康保険税の徴収方法は、平成20年４月より「特別徴収」
と「普通徴収」の２通りになります。
◎特別徴収…年金からの天引きにより納付する方法
◎普通徴収…口座振替または納付書で納付する方法

【特別徴収対象者は？】
世帯内の国保被保険者全員が65歳以上75歳未満の世帯の世帯
主（擬制世帯主を除く）で下記のqとwをともにみたす者を
特別徴収の対象とします。
q年額18万円以上の年金（担保にしていないものに限る）を
受給している
w国民健康保険税と介護保険料との合算額が年金額の２分の
１を超えない

【後期高齢者医療制度との違いは？】
後期高齢者医療制度は、個人ごとに賦課されますが、国
民健康保険税は世帯主課税で世帯ごとに課税します。
【特別徴収・普通徴収の一例】
(例1)世帯主(国保)72歳＋妻(国保)68歳　　　→特別徴収
(例2)世帯主(国保)72歳＋妻(国保)63歳　　　→普通徴収
(例3)世帯主(後期高齢、擬制世帯主)78歳＋妻(国保)68歳　　

→普通徴収
(例4)世帯主(社保、擬制世帯主)72歳＋妻(国保)68歳　

→普通徴収
(例5)世帯主(国保)72歳＋妻(国保)68歳＋子(国保)40歳　

→普通徴収
(例6)世帯主(国保)72歳＋妻(国保)68歳＋子(社保)40歳　

→特別徴収

※該当する人は、毎年申告が必要です。
※今年の申告期限は、３月17日bまでです。

r個人の減価償却制度について
平成19年４月１日以後に取得した減価償却資産につい
ては、償却可能限度額と残存価額が廃止され１円まで
償却することとされました。

q市役所から送付された住民税の申告書、または、税務
署から送付された確定申告書をお持ちの人は、その申
告書を必ず記入し、印鑑と一緒に持参ください。

w公的年金・給与所得などのある人は、源泉徴収票。
e医療費控除を受ける人は、支払った医療費の領収書、
明細書、保険などで補てんされる金額の明細書。おむ
つ代は、医師の証明書が必要です。（２年目からは市
町村長の証明書で可）

r国民健康保険税・国民年金・農業者年金などの社会保
険料控除のある人は、保険料の領収書か払込証明書が
必要です。

t生命保険料控除や損害保険料控除のある人は、支払保
険料の証明書。

y住宅借入金（取得）等特別控除を受ける人は、登記簿
謄本または抄本、住民票の写し、売買契約書の写し、
または工事請負契約書の写し、住宅取得資金に係る借
入金の年末残高証明書。

q申告には所得者本人が来てください。
w事業所得のある人は、収支決算書（収支内訳書）を作　
成し、ご持参ください。
※収支内訳書の作成がない場合は、その場で自書によ
る作成を行っていただきます。受付順が替わる場合
がありますのでご了承ください。

e日雇賃金、地代家賃、その他すべての所得を正確に調　
べてきてください。

（※注）平成18年分が非課税所得のみの人については、先
に申告書を送付しています。平成19年分についても同じ
非課税所得に該当する人は、申告書に必要事項を記入の
上、市役所へ返送、または直接持参してください。



■議案第 87 号　山鹿市個人情報保護条例　　　　…可決
■議案第 88 号　山鹿市国民健康保険税条例の一部を改正

する条例　　　　　　　　 …可決(多)
■議案第 89 号　平成19年度山鹿市一般会計補正予算（第

５号） …可決
■議案第 90 号　字の区域変更について　　　　　…可決
■議案第 91 号　固定資産評価審査委員会委員の選任につ

いて　　　　　　　　　　　　　…同意
■議案第 92 号　固定資産評価審査委員会委員の選任につ

いて　　　　　　　　　　　　　…同意
■議案第 93 号　固定資産評価審査委員会委員の選任につ

いて　　　　　　　　　　　　　…同意
■議案第 94 号　固定資産評価審査委員会委員の選任につ

いて　　　　　　　　　　　　　…同意
■議案第 95 号　固定資産評価審査委員会委員の選任につ

いて　　　　　　　　　　　　　…同意
■議案第 96 号　教育委員会委員の任命について　…同意
■議案第 97 号　山鹿市一般職の職員の給与に関する条例

の一部を改正する条例　　　　　…可決
■議案第 98 号　平成19年度山鹿市一般会計補正予算（第

６号） …可決
■議案第 99 号　平成19年度山鹿市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第２号） …可決
■議案第100号　平成19年度山鹿市農業集落排水事業特別

会計補正予算（第１号） …可決
■議案第101号　平成19年度山鹿市介護保険事業特別会計

補正予算（第２号） …可決
■議案第102号　平成19年度山鹿市・植木町介護認定審査

事業特別会計補正予算（第１号）…可決
■議案第103号　平成19年度山鹿市簡易水道事業特別会計

補正予算（第１号） …可決
■議案第104号　平成19年度山鹿市水道事業会計補正予算

（第１号） …可決
■議案第105号　平成19年度山鹿市病院事業会計補正予算

（第３号） …可決
■議案第106号　平成19年度山鹿市下水道事業会計補正予

算（第１号） …可決

■報告第 14 号　専決処分の報告について　　　　…受理
■報告第 15 号　幸の国木材工業株式会社の経営状況の報

告について　　　　　　　　　　…受理
■報告第 16 号　株式会社菊鹿フラワーバンクの経営状況

の報告について　　　　　　　　…受理

■請願第７号　後期高齢者医療制度の凍結と全面見直し
を求める請願書　　　　　　　　…採択

■陳情第 20 号　商工業者の地域商工団体への加入促進の
市条例化についての陳情書　　　…採択

■陳情第 21 号　安全な医療と看護・介護の実現、地域医
療拡充をはかるため、医師・看護師等の　
大幅な増員を求める陳情書　　　…採択

■意見書案第３号　後期高齢者医療制度の凍結と全面見
直しを求める意見書　　　　…可決

■意見書案第４号　医師・看護師等の大幅な増員を求め
る意見書　　　　　　　　　…可決

■議員提出議案第４号　山鹿市政治倫理条例　　 …可決
■議員提出議案第５号　山鹿市議会政務調査費の交付に

関する条例の一部を改正する条
例　　　　　　　　　…可決(多)

○「山鹿市政治倫理条例」について
議員・市長・副市長に対し、自ら厳しい倫理意識と高

潔な品位に基づく行動を求め、市民の信任に応え市政の
発展に寄与することを目的としています。そのため、公
正かつ清廉な活動を通じて、その責務を全うするよう努
めなければならないと規定しています。
主な内容は、政治倫理基準、請負契約等に関する遵守

事項を定め、政治的、道義的な批判や不正の疑惑をもた
れる行為をしないこと等を規定しています。

○「山鹿市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を
改正する条例」について
議員の調査研究に必要な経費として交付している政務

調査費の交付額「月額２万円」を「月額１万円」に減額
するものです。

＊なお、この議案書全文は、市役所ホール「情報プラザ」
に置いてあります。自由にご覧いただけます。
＊お問い合わせは議会事務局（1４３‐１６３４）
および本庁総務課法令文書係へ。（1４３‐１１１７）

平成19年（第４回）市議会12月定例会は、12月４日に開会し、12月19日までの16日間の日程で開かれました。
今議会では、条例や予算など議案10件（条例２件、予算１件、その他７件）、報告３件、請願１件、陳情２件

を審議。さらに議員提出議案２件、議案10件（条例１件、予算９件）、意見書案２件が追加上程され審議されま
した。
その結果は次のとおりです。

B

平成20年度（平成19年分所得に対する）申告について、下記の日程で行います。
本年度より、申告の受付体制や会場を変更しております。申告の際は、期日と会場

を確認のうえお越しください。
なお、指定の日に都合が悪い場合は、いずれの会場でも申告できますが、会場次第

ではお待たせする場合もございますのであらかじめご了承ください。

会場

姫井・霜野・仁王堂・北谷・梅木谷・大浦・中浦

姫井団地・一里木団地・堂米野・下米野・上岩
原・岩原・春間・郷原・岩倉

米野・水原・元広・下原・持松東・持松西

奥永・上久野・久野・宮・下千田・上千田・上広

平小城校区・石・杉（住申）

三玉校区・村熊入・町熊入（住申）
三岳校区（住申）
川辺校区・名塚・下吉田・日輪台（住申）

米田校区・古閑・中・日の出団地（住申）

藤井１区・２区・方保田・白石十三部・鹿校通１
丁目～４丁目（住申）
宗方（北・南）、下町、中町、上市町、南本町、
栄町、温泉通、花見坂、大宮通、上広町、広町、
九日町、日吉町、堀明町、上町、北町、松坂町
（住申）
西上町、東通町、天神町、明治町、栗林、桜町中、
桜町西、原町、泉町、新町、温泉プラザ、大宮町
（住申）

平小城校区・石・杉（確申）

三玉校区・村熊入・町熊入（確申）
三岳校区（確申）
川辺校区・名塚・下吉田・日輪台（確申）
米田校区・古閑・中・日の出団地（確申）
藤井１区・２区・方保田・白石十三部・鹿校通１
丁目～４丁目（確申）
宗方（北・南）、下町、中町、上市町、南本町、
栄町、温泉通、花見坂、大宮通、上広町、広町、
九日町、日吉町、堀明町、上町、北町、松坂町
（確申）
西上町、東通町、天神町、明治町、栗林、桜町中、
桜町西、原町、泉町、新町、温泉プラザ、大宮町
（確申）
予備日

会場月日･曜

2/18 B

2/19 C

2/20 D

2/21 E

2/22 F

2/25 B
2/26 C
2/27 D

2/28 E

2/29 F

3/３B

3/４C

3/５D

3/６E

3/７F

3/10 B
3/11 C

3/12 D

3/13 E

3/14 F

3/17 B

浦方・桑原・枝川内・迫・才野・幸ヶ丘・釘の
花・細永
川原谷・山下・堂原・中間・東野・陣内・東栗
瀬・西栗瀬
下中・上中・竹の谷・男岳・柚の木谷・中津川・
底野・三楠・田渕・柏ノ木
高井川・弁天･尾谷・荒平・田中・原・本多久・
金原・入道・茂田井
麻生・皆瀬・宮迫・柿原・福原・小川内・後川
内・市木・下村・南松尾・須屋・星原
１区～５区
６区～９区
上本分・下本分・黒蛭・米原・立徳・木山
横枕・道場・大林・池田・永山・酒造野・宮原・
阿佐古
川西・島田・山の井・日渡・日渡団地・みどり団
地

下永野（１区・２区）・下組・上組・菊鹿五郎丸

太田・川原・長谷川・長谷

辺田目・裏方・笹本・今古閑・良福寺・新屋敷・
上中町・来民中町
下中町・来民下町・大正町・南古閑
御宇田・原部・坂東
駅通・小嶋・下高橋
高橋・津袋

庄・石渕

梶屋･下梶屋・中富･川北

川南・分田・中分田・下分田・小柳

予備日
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対　象　地　区 対　象　地　区

注）（住申）住民税（市県民税）申告
（確申）確定申告

【受付時間】午前は９：00～11：30 午後は13：00～16：00
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心
配

す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

大
規
模
校
で
は
、
多
く
の
友
だ
ち
と
関
わ
る
こ
と
で
、
た
く

ま
し
く
育
ち
、
団
結
力
が
で
て
く
る
と
い
う
良
い
意
味
で
の
競

争
心
が
育
つ
反
面
、
小
さ
な
と
こ
ろ
ま
で
指
導
が
届
か
な
い
こ

と
や
全
て
の
子
ど
も
と
信
頼
関
係
を
築
く
の
に
時
間
が
か
か
る

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
一
定
規
模
の
学
校
（
適
正

規
模
）
は
、
子
ど
も
た
ち
が
集
団
生
活
を
通
し
て
社
会
に
巣
立

つ
た
め
の
ル
ー
ル
を
見
つ
け
る
場
と
し
て
、
ま
た
、
成
長
し
て

い
く
う
え
で
、
重
要
な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

地
域
の
住
民
や
保
護
者
、
議
会
の
代
表
、
教
育
関
係
者
等
20

人
で
構
成
す
る
小
・
中
学
校
規
模
適
正
化
等
協
議
会
（
会
長

熊
本
県
立
大
学
教
授
　
渡
邊
榮
文
氏
）
で
は
、
平
成
19
年
３
月

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
９
回
に
わ
た
り
、
市
内
小
・
中
学
校
の

現
況
や
適
正
規
模
の
あ
り
方
、
給
食
方
式
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
現
場
の
視
察
や
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
等
で
試
食
な
ど

を
行
な
っ
た
ほ
か
、
地
域
審
議
会
や
中
学
校
区
ご
と
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
会
等
へ
の
説
明
に
も
出
席
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

望
ま
し
い
教
育
環
境
の
整
備
を
考
え
る
た
め
、
小
・
中
学
校

規
模
適
正
化
等
協
議
会
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
学
校
規
模
適

正
化
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
こ
と
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

○
適
正
な
学
校
規
模
に
向
け
て

適
正
な
規
模
（
12
か
ら
24
学
級
）
に
よ
る
再
編
を
考
え
る
に

あ
た
っ
て
、
複
式
学
級
を
優
先
し
て
解
消
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
。
ま
た
、
耐
震
対
策
上
、
老
朽
化
の
進
む
施
設
へ
の
早
急
な

対
応
を
と
る
た
め
に
も
、
複
式
学
級
の
解
消
と
学
校
施
設
の
老

朽
化
対
策
を
最
優
先
に
考
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
中
学
校
区
内
の
通
学
区
域
を
、
基
本
的
に
変
更
せ

ず
に
、
小
学
校
の
再
編
に
よ
る
規
模
適
正
化
を
図
る
こ
と
と
し

ま
す
が
、
地
理
的
な
状
況
や
そ
れ
ま
で
の
歴
史
的
な
経
過
な
ど

か
ら
、
再
編
に
よ
る
適
正
な
規
模
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
優
先
し
た
枠
組
み
を
考

え
る
こ
と
と
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
再
編
を
進
め
て
い
く
な
か
で
、
遠
距
離
通
学

と
な
る
児
童
生
徒
が
で
た
場
合
に
は
、
通
学
手
段
の
確
保
に
つ

い
て
の
必
要
な
措
置
を
と
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
協
議
会
で
は
、
留
意
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

○
学
校
規
模
の
適
正
化
の
必
要
性
と
は

子
ど
も
た
ち
は
、
多
く
の
友
達
や
先
輩
・
後
輩
の
な
か
で
、

お
互
い
に
刺
激
し
あ
い
、
た
く
ま
し
く
育
つ
と
と
も
に
、
社
会

的
な
ル
ー
ル
や
人
間
関
係
を
築
い
て
い
き
ま
す
。
現
在
、
12
学

級
に
満
た
な
い
小
規
模
校
に
お
い
て
は
、
学
校
ご
と
に
特
色
の

あ
る
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会
に
出

て
集
団
生
活
を
営
ん
で
い
く
う
え
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
児
童
生
徒
数
の
多
い
時
期
に
建
築
さ
れ
た
学
校
の
施

設
も
、
こ
れ
か
ら
建
替
え
の
時
期
を
集
中
的
に
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
が

将
来
に
わ
た
り
、
よ

り
良
い
教
育
環
境
の

な
か
で
育
っ
て
い
く

た
め
に
、
適
正
な
学

校
規
模
を
保
ち
、
効

率
的
に
施
設
を
整
備

し
て
い
く
必
要
性
が

あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

児
童
数
は
昭
和
33
年
の
１
２
、
２
９
０
人
、
生
徒
数
は
昭
和

37
年
の
６
、
３
２
２
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
、
現
在
は
約

４
分
の
１
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
ま
で
の
児
童
生
徒

数
を
推
計
し
て
も
、
社
会
的
増
加
が
見
込
め
な
い
限
り
減
少
し

て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

※複式学級…
１学年１クラスでなく、２学年で１クラスにする学
級編制のこと。１年生を含む場合は、２個学年合わ
せて８人以下、それ以外だと16人以下で、複式学級
に編制する。

こ
れ
ら
の
基
本
方
針
を
受
け
て
、
協
議
会
で
は
、
対
象
と
な

る
学
校
数
が
多
く
、
計
画
が
長
期
間
に
わ
た
る
こ
と
や
、
合
併

特
例
債
の
活
用
を
考
え
、
よ
り
効
果
的
に
事
業
を
進
め
る
た
め

に
、
次
の
よ
う
に
中
間
確
認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
期
間
を
第
１
次
計
画
（
平
成
20
年
度
〜
平
成
26
年
度
）

と
第
２
次
計
画
期
間
（
平
成
27
年
度
以
降
）
で
編
成
し
ま
す
。

第
１
次
計
画
の
前
期
（
平
成
20
年
度
〜
平
成
23
年
度
）
は
、

複
式
学
級
の
解
消
と
施
設
の
老
朽
化
対
策
を
最
優
先
と
す
る
た

め
、
山
鹿
地
区
で
は
山
鹿
小
学
校
と
川
辺
小
学
校
の
再
編
、
鹿

北
地
区
で
は
３
小
学
校
を
再
編
、
鹿
央
地
区
（
米
田
小
学
校
を

含
む
）
で
は
４
小
学
校
を
再
編
す
る
検
討
を
行
い
ま
す
。

後
期
（
平
成
24
年
度
〜
平
成
26
年
度
）
は
、
小
規
模
校
を
解

消
す
る
た
め
、
山
鹿
地
区
で
は
平
小
城
小
学
校
と
三
岳
小
学
校

の
再
編
、
菊
鹿
地
区
で
は
３
小
学
校
を
再
編
、
鹿
本
地
区
で
は

３
小
学
校
を
再
編
す
る
検
討
を
行
い
ま
す
。

第
２
次
計
画
で
は
、
第
１
次
計
画
の
進
捗
状
況
と
社
会
情
勢

の
変
化
を
踏
ま
え
て
再
度
検
討
を
行
い
ま
す
。

こ
の
期
間
に
、
山
鹿
地
区
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
を
３
校
か

ら
４
校
程
度
に
再
編
の
検
討
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
第
１
次
計
画
の
小
学
校
の
進
捗

状
況
及
び
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

た
だ
し
、
各
地
域
の
ご
理
解
や
財
政
状
況
等
の
要
因
に
よ
り
、

計
画
期
間
等
の
変
更
も
考
慮
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
今
年
度
末
に
協
議
会
か
ら
最
終
的
な
ま
と
め
と
し
て

の
提
言
書
が
出
さ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
れ
を
受
け
て
教
育
委
員

会
で
実
施
計
画
を
策
定
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

山
鹿
市
の
小
・
中
学
校
で
は
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
伴
い
、
昨
年
度
か
ら
市
内
３
校
で
複
式
学
級
を
編
制
す
る
学
校
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
施
設
の
老
朽
化
対
策
も
含
め
て
、
将
来
の
山
鹿
市
の
教
育
環
境
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
は
小
・
中

学
校
の
規
模
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
号
で
は
、
本
市
の
児
童
生
徒
数
の
推
移
や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
規
模
別
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
ま
た
小
・
中
学
校
規
模

適
正
化
等
協
議
会
で
確
認
さ
れ
た
中
間
報
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

子子子子
どどどど
もももも
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数数数数
はははは
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問
合
せ

▲給食の試食

▲協議会の様子

▲複式学級の授業風景



平成20年４月から健康診断の受診方法が変わります。具体的には、これまでの基本健
診が特定健診・特定保健指導へと変わり、国保の被保険者が受診できた国保人間ドック
が、平成22年をもってなくなります。
これまでの健診は「病気の早期発見・早期治療」に力を入れてきましたが、これから

はさらに進んで「病気になる前にまず予防すること」に着目した内容へと変わります。
これが特定健診（予防のためのチェック）・特定保健指導（予防のためのケア）です。

B
病巣の早期発見を目的に、今年も国民健康保険にご加入の方を対象に、『人間ド

ック』の受診者を次のとおり募集します。
ただし、定員になりしだい受付を終了いたしますので、ご了承ください。
なお、受診後、市の保健師および栄養士による検査結果に基づく保健指導を予定

しています。

★対象
q年齢35歳から74歳までの国民健康保険の被保険者
（昭和９年４月１日生～昭和49年３月31日生まで）
ただし、老人保健法第25条第１項第２号（障害認定）の認定を受けている者は、除く。

w国民健康保険税の完納世帯
※ドック受検日に国保の資格を有する方に限ります。

★検査機関
山鹿市立病院　他（検査機関名簿は、受付時に配布します）

★検査費用
１泊２日コース：34,000円程度
１日コース　　：20,000円程度

（それぞれ自己負担分の目安です）
※検査機関によって費用が異なります。

★受付場所
本庁および各総合支所（国民健康保険係）

★募集期間
２月25日B～３月７日F ８：30～17：00
※募集期間以後は受付いたしませんのでご注意ください。

★募集人員
１,３００人程度

★検査期間
平成20年４月～平成20年11月
※昨年までと比べて検査期間が短いのは、検査後の保健指導を重点的におこなうためです。

◎申込時には、必ず と が必要です。

山鹿市国保人間ドックお問い合せ先

本庁　国保年金課　国民健康保険係　143‐1527
各総合支所　市民福祉課　市民係

鹿北　132‐3111、菊鹿　148‐3111、鹿本　146‐3112、鹿央　136‐3113

▲

紫
色
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証

黄
色
の
国
民
健
康
保

険
退
職
被
保
険
者
証

▲

見本 見本

特定健診の希望調査については、後日健康増進課より送付します。
75歳以上の方は平成20年度から後期高齢者の健康診査を受けることになります。



身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

昔は、どこでも家を建てる時に地面を固めるために行った
「地搗(つ)き」。そんな昔懐かしい風景ともちつきを一度に楽
しんでもらおうと開催されました。
小栗郷へ農産物などを出荷する生産者らでつくる「夢クラ

ブ」が企画し、地元のアヤスギを使った高さ3.5ｍのやぐらと
ケヤキ製のキネを手作りしもちつきにチャレンジ。
観光客らを含め８人で、「お客さんのためならエンヤコラ」

「今年もいい年だったエンヤコラ」と掛け声をあげながらロー
プを引っ張ってもちをつきました。
立ち寄った多くの観光客は、珍しい光景に足を止めて見入

っていました。

…地搗(つ)きでもちつき　12月23日　道の駅かほく小栗郷

▲掛け声とともに地搗きでもちをつく光景

…第１回山鹿市民俗芸能大会　12月16日　八千代座

山鹿市の各地域に伝わる伝統芸能を集めた第１回山鹿市
民俗芸能大会が開催され、約400人が伝統の舞踊や太鼓に酔
いしれました。
市内各地には、神楽や雨乞い踊り等の民俗芸能を保存継

承する約25の団体があり、その中で７の団体が披露しまし
た。来民うちわづくり太鼓保存会の太鼓で幕が上がり、ゲ
スト出演として広見小学校の太鼓や岩野小学校郷土芸能ク
ラブの神楽、鹿本銭太鼓同好会も大会を盛り上げました。
市内で開催される全国大会でも有名な鹿北茶山唄と踊り

が最後を締めくくりました。
【出演団体】宗方万行保存会、小坂雨乞い踊り保存会、鹿北

茶山唄保存会、岩野神楽、大林神楽、来民うち
わづくり太鼓保存会、寺米野神楽保存会▲厳かな舞…大林神楽

熊本県消防協会長表彰　
功績章（団歴20年以上）

熊本県消防協会長表彰　
勤績章（団歴15年以上）

E山　鹿　隊
松永敏一（山鹿）
鹿子木豊（名塚）
阿蘇品安博（中）
池田秀喜（上吉田）
上田徹徳（津留）
E鹿　北　隊
中満　武（多久）
白田英明（岩野）
中野敬祐（岩野）
芋生政昭（岩野）
永田孝憲（岩野）
阿部公敏（芋生）
E菊　鹿　隊
木健一（米原）
丸山三千雄（松尾）
緒方宗憲（池永）
松岡正雄（阿佐古）
青木宏憲（下内田）
芹川孝文（下内田）
岡　洋介（上永野）
丸正巳（長）
一法師照幸（矢谷）
中原　覚（上内田）
有働哲朗（山内）
E鹿　本　隊
原口和久（来民）
坂本直隆（梶屋）
服部知幸（小柳）
E鹿　央　
森　信二（霜野）
高崎自然（中浦）

野白良一（山鹿）
若杉晃央（方保田）
川上恭宏（方保田）
中原伸幸（鍋田）

古田太郎（椎持）
石貫隆史（岩野）
野中清満（岩野）
堤　高治（岩野）
田中幸一（四丁）
中島直武（芋生）

永政彦（木野）
隈部俊一（松尾）
鈴木直孝（池永）
木場弘康（阿佐古）
岩下孝博（下内田）
吉里　浩（下永野）
高木浩幸（上永野）
丸紀幸（長）
家入昭二（矢谷）
坂口俊之（上内田）
原口伸弘（山内）

上田謙一（来民）
坂本壽廣（梶屋）
中川裕一（高橋）

井出康雄（宮）

堤裕一郎（名塚）
野 大輔（方保田）
江 正芳（小原）
築島栄一（平山）

古家聖士郎（椎持）
小原洋介（岩野）
永田政明（岩野）
信國安夫（岩野）
古川康一（四丁）

松本幸次（木野）
鶴田秀二（松尾）
松岡領一（宮原）
宮崎公保（上永野）
木庭文博（下内田）
田村和弘（下永野）
有働伸作（太田）
古閑謙一（下内田）
上田幸治（上内田）
横手　実（上内田）

増田一寿（梶屋）
小材一浩（中富）
本賢治（高橋）

井出政宏（米野）

E山　鹿　隊
大塚昭夫（山鹿）
古山弘親（石）
塚本光一（石）
濱武幸利（方保田）
山下健司（方保田）
竹下瑞樹（久原）
古川善一（西牧）
松本正史（平山）
長谷　浩（小坂）
前田幸司（津留）
E鹿　北　隊
黒田雄一（多久）
松本和也（岩野）
中村幸宏（四丁）
久和朝治（芋生）
荒木秀一郎（芋生）
最上隆蔵（芋生）
E菊　鹿　隊
松岡誠也（木野）
米岡真太郎（米原）
元田光一（松尾）
松岡欣哉（宮原）
青木隆裕（下内田）
山口恵司（下内田）
金光直孝（上永野）
川上誠史（長）
児玉　満（矢谷）
古家祐一（上内田）
栗原正美（上内田）
田中耕新（上内田）
吉里秀徳（相良）
宮 寿吉（山内）
E鹿　本　隊
宇治野博（来民）
菊川博昭（来民）
白木浩慈（梶屋）
本田秀明（中川）
中島浩二（中川）
E鹿　央　隊
荒木　正（久野）
松本敏男（岩原）
原　幸男（上岩原）
藤本和久（大浦）

中村啓介（宗方通）
赤星　正（熊入町）
永田義寿（藤井）
上妻正明（古閑）
生野君広（長坂）
坂本整一郎（久原）
嶋田靖生（城）
松永　貢（中）
大須賀昭浩（津留）
古家和彦（津留）

才田一夫（椎持）
松本　隆（岩野）
岩橋正久（四丁）
中満恭二（芋生）
井上雄介（芋生）
中島英春（芋生）

永雄三（木野）
新道尚章（松尾）
元田幸之信（松尾）
田代光広（阿佐古）
木庭昇一（下内田）
宮本昭一（下永野）
冨田健一（上永野）
丸和秀（長）
早田光輝（矢谷）
古家広光（上内田）
村上博志（上内田）
名越幹夫（上内田）
渕上敦雄（相良）
原口英功（山内）

村上敏郎（来民）
池田章一（来民）
園田健雄（中富）
田中博臣（中川）
前田尚生（下高橋）

柏幸執郎（宮）
良昭範（岩原）
佐伯保典（岩倉）

土井良信夫（川端町）
宮本隆夫（石）
一安健志（寺島）
上妻貴之（古閑）
立山至誠（蒲生）
寺 隆二（鍋田）
井上儀和（平山）
池部裕一（小坂）
竹田裕範（津留）

平井和也（岩野）
古川　誠（岩野）
石川督弘（四丁）
宮本素行（芋生）
最上　敏（芋生）

本田孝範（米原）
山下貴裕（池永）
鈴木朋和（池永）
原口正信（阿佐古）
木庭泰文（下内田）
廣石　隆（下永野）
一法師秀明（長）
原口隆一（下内田）
早田亮一（矢谷）
村上吉彦（上内田）
鶴井和孝（上内田）
久武康博（上内田）
松永恵一（相良）
中野巧誠（山内）

渡邉英昭（来民）
増田克己（梶屋）
栃原幸人（中富）
田中一磨（中川）

多久光夫（郷原）
原　佳司（上岩原）
竹原憲史（米野）

１月13日、約1500人の団員が参加し、山鹿市消防団出初め式が
行われました。
式では、中嶋市長が「これまで培われた消防精神により、市民

の皆さまが、日々安全で安心して暮らせるよう、全団員が一丸と
なって活動に励んでいただきたい」と告辞したあと、月足昭団長
が「昨年は女性消防団員が入団しました。これから先もさらに地
域に根を下ろし、予防消防など日々の活動に努め、無火災山鹿を
目指して消防団員としての誇りと自覚を持って活動してほしい」
と訓辞。
また、熊本県消防協会長表彰も行われました。
表彰は以下のとおりです。（敬称略）

熊本県消防協会表彰　
感謝状

（団歴30年以上在職し、消防団長の職を辞した者）
前　山鹿市消防団　団長　池田彰一

▲長野明郎さんは福岡市から愛犬ハグ君を連れ初めて参拝
ハグ君も長野さんといっしょにお辞儀！？

熊入町の若宮神社では、家畜の無病息災を祈る「ガラン
ザサ祭り」があり、ペットを連れた参拝客が訪れました。
以前は、御神酒をそそいだ境内のガランザサ（笹）を馬

に食わせると病気をしないということで、まだ夜が明けき
らないうちから、九州各地の農耕馬が集まっていたという
歴史のある祭です。農耕馬の使用も少なくなり、この数年
は、犬や猫などのペットの健康祈願で訪れる人がほとんど。
熊入町の船津敬一さん・カズコさん夫妻はラブラドー

ル・レトリバーのラブちゃん(２歳）と一緒に参拝。「毎年参
拝に訪れています。今年も元気に過ごして欲しいのでしっ
かりお参りしてきました」と、いただいたお守りを大事そ
うに持ち帰っていまいた。

…ガランザサ祭り　１月6日　若宮神社（熊入町）



身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

「成人の日」のこの日、市でも新成人の司会進行で、成人
式が開催されました。お天気にも恵まれ、594人の新成人が
晴れの門出を迎えました。
愛市憲章の唱和に始まり、中嶋憲正市長が「一人ひとりが

無限の可能性を秘め、誰にも負けないかけがえのないものを
持っています。ただ一つの選ばれた命を、力を、時代や社会
が待っています」と式辞を述べ、新成人代表菊川達也さんと
城未来さんが「人生に関わる人たちとの出会いを大切にし、
自信と誇り、勇気と希望を持って未来に向かって輝いていく
ことを誓います」と成人の誓いを述べました。

…平成20年山鹿市成人式　１月14日　山鹿市総合体育館

記念写真撮影のワンショット

（菊鹿地区）

▲三角巾応急処置法の指導をする

日本赤十字熊本県支部宮本課長（右）

…防災のつどい　１月17日　鹿央総合支所前

多くの犠牲者をもたらした阪神大震災から13年を迎えた
この日、災害に対する備えの重要さを住民へ強く呼びかけ
る目的で防災のつどいが開催されました。
日赤防災ボランティア山鹿あいの会と山鹿市社会福祉協

議会主催により、今年で10回目。会場には、山鹿消防署の
指導により救急法や心肺蘇生の指導、煙り体験ハウス、消
化器体験、消防車や救急車の展示などもありました。
参加者は、山鹿あいの会の方々に習いながらハイゼック

ス炊飯を体験し、最後にはカレーとともに炊き出し食が振
る舞われ防災について深く考える日となりました。

▲大きな鏡もちを割る保育園児
（八幡保育園＝堤斗騎さん・大林拓真さん・幸真衣さん）

…鏡開き　１月11日　八千代座

年末12月26日にもちつきがあり、直径30cmもある大きな鏡
もちが八千代座で年を越しました。その鏡もちを木槌で割る
「鏡開き」が開催され、あいにくの冷たい雨にも関わらず、招
待された市内の幼稚園児と保育園児83人が参加ました。
鏡割りの大役は、この日招待された八幡幼稚園の園児３人

（堤斗騎くん、大林拓真くん、幸真衣さん）。硬くなった大き
な鏡もちを３人力を合わせて割ろうとしますが、なかなか硬
くて割れずに悪戦苦闘でした。
鏡開きのあとは、地元商店街（東通町親和会・早瀬錦堂）

の協力によりぜんざいが振る舞われ、ぜんざいをほおばる保
育園児たちからは「おいしい！あたたかくて甘いね～」「おか
わりしてよかね～」と満足げな声が聞かれました。
このぜんざいは、八千代座を訪れた観光客にも振る舞われ、

思いもよらぬ温かいプレゼントに喜んでいました。

芋生（鹿北）

永きにわたり教職に従事
し、教育一筋にその職責を
完遂し、退職後は社会教育
指導員として地域の社会教
育や同和教育行政に力を注
いだ功績が認められ受章

▲成人代表で「成人の誓い」をする
菊川達也さん（左）と城未来さん（右）

１月初めから市民球場で自主トレーニングをしているプロ
野球選手帆足和幸投手（西武ライオンズ）による野球教室が
開催されました。これは、地元住民からの要請に、地域のた
めにならということで実現したものです。
教室には、地元の小中学生約60人が参加し、キャッチボー

ルや守備練習、ティー打撃など、わかりやすく野球のいろは
の指導を受けました。
プロ野球選手にあこがれる小学生も多く、本物の野球選手

の指導に、「ますますプロ野球選手になりたくなった」と夢を
強くした小学生もいました。
【帆足選手のコメント】
今回の自主トレは、友人の縁で山鹿市にお世話になりまし

た。プロ野球人として野球教室をとおして、山鹿市の少年野
球の技術力向上と健全育成にお役に立てれば幸いです。

…プロの選手による野球教室　１月14日　市民球場

▲ボールの捕り方の指導を受ける小中学生と帆足選手（右端）

菊鹿の阿佐古地区に600年以上前から続くとされる小正
月行事『かせいどり打ち』が行われ、顔に墨を塗った子ど
もたちが家々を巡って家内安全と五穀豊穣を祈りました。
今年は小学１年生から数え年の13歳までの男子８人、女

子７人が頭
かしら

の木場将人君（城北小６年）の家で、顔を墨で
塗りあい神の使いに変身。近くの乙皇

おとすめ

神社でしめ縄を清め、
地区の集落約60戸を３班に分かれて１軒ずつ回りました。
子どもたちは「かせいどりどっさりお祝いなー」と叫び

ながら、大きなしめ縄で家々の上がりかまちをたたき祈願。
別のしめ縄を家人に渡し、お礼としてもちやお菓子をもら
いました。
初めて参加した原口真弥君（城北小１年）は「まつ毛が

パリパリしたけど楽しかった。来年も楽しみ」とニッコリ。

…かせいどり打ち１月14日　阿佐古地区（菊鹿）

▲「かせいどり打ち」のお礼として菓子などをもらう小さな神様たち

◆寄附お礼（山鹿市に）◆
栗原武男さん（山鹿）
福祉活動のために　金50,000円
オムロンリレーアンドデバイス株式会社さん（杉）
福祉事業推進のために　木製ベンチ　15脚
山鹿青年会議所さん（山鹿）
福祉事業推進のために　金31,827円

▲



あ
な
た
は
だ
ま
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

【
年
々
増
加
の
傾
向
】

高
齢
者
は
３
つ
の
大
き
な
不
安
「
お
金
」「
健
康
」

「
孤
独
」
を
持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

悪
質
業
者
は
言
葉
巧
み
に
こ
れ
ら
の
不
安
を
あ
お

り
、
親
切
に
し
て
信
用
さ
せ
、
年
金
・
貯
蓄
な
ど
の
大

切
な
財
産
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

被
害
に
あ
っ
た
70
歳
以
上
の
上
位
手
口
は
、
以
下
の

と
お
り
で
す
。

１
位
家
庭
訪
販
（
強
引
な
勧
誘
や
長
時
間
勧
誘
）

２
位
電
話
勧
誘
　
３
位
次
々
販
売
（
一
人
の
消
費
者

に
次
か
ら
次
へ
と
契
約
さ
せ
る
商
法
）

【
例
】お金

…
高
利
子
、
高
収
益
、
元
本
保
証
な
ど
の
金
融

商
品
や
、
屋
根
や
床
下
な
ど
無
料
診
断
後
の

高
額
工
事
を
勧
め
る
手
口
な
ど

健
康
…
健
康
不
安
に
つ
け
こ
ん
だ
健
康
食
品
、
電
気

治
療
器
、
布
団
な
ど
を
購
入
さ
せ
る
手
口

孤
独
…
締
め
切
っ
た
会
場
で
日
用
品
な
ど
を
無
料
や

格
安
で
配
り
、
最
終
的
に
高
額
商
品
を
売
り

つ
け
た
り
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
に

相
談
事
を
親
切
に
聞
い
た
り
し
て
、
必
要
の

な
い
契
約
を
さ
せ
る
手
口

【
財
布
を
守
る
秘
訣
】

さ
…
誘
い
文
句
に
の
せ
ら
れ
な
い
で

い
…
家
の
戸
、
財
布
に
し
っ
か
り
鍵
か
け
て

ふ
…
不
審
な
人
に
は
注
意
し
て

を
…
お
断
り
上
手
に
な
り
ま
し
ょ
う

ま
…
ま
ず
は
、
家
族
や
周
囲
に
相
談

も
…
も
し
も
の
時
に
備
え
、
成
年
後
見
制
度
を
利
用

る
…
留
守
番
、
一
人
暮
ら
し
も
こ
れ
で
安
心

…
商
工
課
　
　
　
　
　
　
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

…
山
鹿
消
防
署(

総
務
課
・
予
防
課)

1
43
‐
１
１
９
４

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署
　
1
32
‐
２
５
７
４

山
鹿
消
防
署
東
分
署
　
　
1
46
‐
２
３
８
２

問
合
せ

《今月は山鹿市鹿本図書館から》

▲地蔵尊
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代
隼
人
正
久
は
、
細
川
忠
利
に
旧
録
の

六
三
〇
〇
石
で
召
抱
え
ら
れ
る
が
、
正
保

二
（
１
６
４
５
）
年
ご
ろ
亡
く
な
り
、
相

続
の
男
子
が
い
な
い
た
め
知
行
を
没
収
さ

れ
て
い
る
。

左
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
簡
単
な
年

表
を
掲
げ
た
が
、
片
田
舎
の
小
さ
な
史
跡

を
の
ぞ
き
窓
と
し
て
、
歴
史
の
大
き
な
う

ね
り
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
興
味
を

そ
そ
ら
れ
る
。

紹
介
者：

山
鹿
市
文
化
財
協
力
員

�
木
　
恵
伸
さ
ん

（
菊
鹿
町
上
内
田
）

▲大銀杏樹に抱かれた荼毘塚全景

▲報恩の碑

1587 隈部親永等による肥後国衆一揆
1588 隈部親永　柳川で戦死

佐々成政　引責自害
加藤清正　隈本城へ
小西行長　宇土城に入る

1589 天草国衆一揆
1590 庄林隼人　山鹿郡上内田村を支給

される
1598 豊臣秀吉死去
1600 細川ガラシャ死去

関ヶ原の戦い
小西行長　京都で刑死

1611 加藤清正等の努力により豊臣秀頼
と徳川家康会見
加藤清正熊本に帰る船中で発病、
熊本で死去　

1612 幕府　加藤忠広に清正遺領安堵
1614 大阪冬の陣
1615 大阪夏の陣　豊臣家滅亡
1616 徳川家康死去
1632 二代将軍徳川秀忠死去

加藤家改易
幕府　細川忠利に加藤領を預ける
二代隼人佐自休　山鹿郡上内田村
に移り住む

1633 三代隼人正久　旧録の6300石で細
川忠利に召抱えられる

1637 天草　島原の乱
1645 天保２年ごろ　正久死去

恕斎、幕末を行く…。肥後熊本藩細川家の家臣・中村
恕斎が書き綴った日記「恕斎日録」をもとに、開国前夜
の日本を描く。『熊本日日新聞』連載に加筆修正をして単
行本化。

志岐有子/再話
福吉里加子/切り絵　熊日情報文化センター

語り手歴30年の志岐有子と菊池市泗水図書館長福
吉里加子の切り絵で送る熊本が生んだ「シンデレラ
ストーリー」。

国策によって大陸へ送り出された移民史上ただひとつの
被差別部落。偽りの希望の果てにあった集団自決。貧困と
差別を生き抜いた主人公がたどり着いた真実と希望とは。
史実を元にした長編小説。

麻野涼／著　彩流社

・冬の特別おはなし会
日時u２月27日D 午後２時30分から

・おはなし会
日時u２月２日G・９日G・16日G

23日G 午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u２月５日C・19日C・26日C

午前11時から
・天使と楽しむおはなし会（妊婦対象）
日時u２月５日C・19日C

午前10時30分から

山鹿市中央公民館図書室
u２月11日_・25日B
山鹿市鹿本図書館
u２月４日B・11日_・12日C

18日B・25日B・29日F
鹿北公民館図書室
u毎週月・土・日曜と祝祭日の
午後５時以降
(月曜日が祝日の場合終日休館）
(火～金は午後8時まで開館）

菊鹿公民館図書室
u年末・年始
鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日

吉村豊雄／著　清文堂出版

ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
雨
・
風
・
日
光
の
当
た
る
と
こ
ろ
に

保
管
さ
れ
て
い
る
灯
油
か
ん
は
、
３
年
程
度
で
性
能
が

低
下
し
て
い
き
ま
す
。
物
置
の
よ
う
な
暗
く
て
温
度
の

低
い
場
所
に
保
管
し
て
お
く
こ
と
が
一
番
で
す
。
ベ
ラ

ン
ダ
な
ど
に
置
く
場
合
で
も
、
覆
い
を
し
て
紫
外
線
を

し
ゃ
断
す
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
５
年
を
目
安

に
お
取
り
替
え
い
た
だ
く
の
が
安
全
で
す
。

灯
油
の
貯
蔵
・
取
扱
い
に
つ
い
て
は

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
貯
蔵
に
は
推
奨
・
認
定
の
灯
油

か
ん
な
ど
専
用
の
容
器
を
使
用
し

ガ
ソ
リ
ン
は
絶
対
に
入
れ
な
い
。

○
風
通
し
が
良
く
、
雨
や
日
光
が

当
ら
な
い
場
所
に
保
管
す
る
。

○
火
気
使
用
器
具
か
ら
２
ｍ
以
上

離
し
て
保
管
す
る
。

○
持
ち
運
び
の
時
は
灯
油
か
ん
の

キ
ャ
ッ
プ
は
し
っ
か
り
締
め
る
。

○
消
火
器
具
等
を
用
意
す
る
。

推奨・認定の灯油かんを使いましょう
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「
き
な
粉
の
に
お
い
が
す
る
！
」「
香
ば
し
い
ね
！
」

と
口
々
に
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
、
小
さ
な
す
り
鉢
で

「
き
な
粉
」
づ
く
り
を
す
る
子
ど
も
た
ち
の
キ
ラ
キ
ラ

と
し
た
瞳
。

四
月
に
花
壇
か
ら
菜
園
畑
に
。
早
速
土
づ
く
り
か
ら

始
め
、
次
々
と
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ー
リ
・
ピ
ー
マ
ン
な
ど

の
野
菜
づ
く
り
。
今
年
は
初
め
て
大
豆
に
挑
戦
、
発
芽

を
楽
し
み
な
が
ら
の
種
ま
き
。
毎
日
の
水
や
り
と
観
察
、

愛
情
を
こ
め
て
の
菜
園
づ
く
り
で
た
く
さ
ん
の
収
穫
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
同
時
に
大
豆
が
き
な
粉

や
豆
腐
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

も
ち
つ
き
の
日
に
は
、
手
づ
く
り
の
き
な
粉
を
た
っ

ぷ
り
と
も
ち
に
つ
け
て
、「
お
い
し
い
ね
！
」
と
口
に

ほ
お
ば
っ
て
は
満
足
気
で
し
た
。

野
菜
も
土
づ
く
り

や
日
々
の
世
話
が
大

事
な
よ
う
に
、
子
ど

も
た
ち
も
ま
わ
り
の

大
人
の
愛
情
を
一
杯

受
け
な
が
ら
、
し
っ

か
り
と
し
た
根
幹
か

ら
個
性
豊
か
な
枝
や

葉
を
育
ん
で
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

※
き
な
粉
の
作
り
方

q
乾
燥
し
た
大
豆
を
、
フ
ラ
イ
パ
ン
の
弱
火
で
ゆ
っ
く

り
と
炒
る
。

w
炒
り
あ
が
っ
た
大
豆
を
フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
で
小

さ
く
砕
く
。

e
小
さ
く
砕
い
た
大
豆
を
す
り
鉢
で
す
り
、
粉
末
に
す
る
。

r
よ
り
小
さ
な
粉
末
に
す
る
た
め
一
人
ひ
と
り
、
小
さ

な
す
り
鉢
で
す
っ
て
手
づ
く
り
感
を
味
わ
い
、
香
ば

し
い
き
な
粉
の
出
来
上
が
り
。

▲すり鉢を使ってのきな粉作り

富
慈
園
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今
、
子
ど
も
た
ち
は
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
・
ゲ
ー
ム
な

ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
っ
て
い
ま
す
。
メ
デ

ィ
ア
づ
け
は
子
ど
も
た
ち
の
体
の
発
達
や
自
律
神
経
、

心
の
発
達
、
脳
の
働
き
に
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
心
配
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
保
育
現
場
で
も

「
話
し
を
落
ち
着
い
て
聞
け
な
い
」「
視
線
が
合
い
に
く

い
」「
睡
眠
不
足
で
朝
か
ら
あ
く
び
ば
か
り
す
る
」
な

ど
気
に
か
か
る
子
ど
も
た
ち
の
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。

そ
ん
な
折
、
中
富
小
学
校
よ
り
「
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る

講
演
会
」
に
お
誘
い
を
受
け
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
「
子
ど
も
た
ち
の
メ
デ
ィ
ア
づ
け
の
現

状
と
危
険
性
」「
メ
デ
ィ
ア
と
の
新
し
い
関
係
を
求
め

て
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
言
葉
や
人
間
関
係
の
基
盤

が
で
き
る
幼
児
期
が
最
も
大
切
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の

メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
、
そ
の
後
の
子
ど
も
と
メ

デ
ィ
ア
と
の
関
係
を
左
右
す
る
と
話
さ
れ
、
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
、
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
具
体
的
な
方
策

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
・
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
を
決
め
よ
う
！

・
ま
ず
「
食
事
中
は
テ
レ
ビ
を
つ
け
な
い
！
」
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。

・
テ
レ
ビ
を
消
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
早
起
き
・
早
寝
の
環
境
づ
く
り
を
し
よ
う
。

・
早
起
き
の
基
本
は
６
時
！
　
早
寝
の
基
本
は
20
時
！

・
朝
の
光
を
浴
び
る
こ
と
で
身
体
も
脳
も
目
覚
め
ま
す
。

・
寝
る
前
の
刺
激
は
少
な
く
、
睡
眠
中
は
真
っ
暗
に
し

て
静
か
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
遊
び
を
提
供
し
よ
う
。

・
メ
デ
ィ
ア
を
な
く
せ
ば
良
い
の
で
は
な
く
、
そ
の
時

間
を
有
効
に
使
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
回
、
小
学
校
の
先
生
方
や
保
護
者
の
方
々
と
一
緒

に
、
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
話
が
聞
け
た
こ
と
は
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

菊
鹿
中
央
保
育
園
　
1
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‐
２
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よ
っ
て
は
い
よ
・
き
て
は
い
よ
（
地
域
の
方
を
招

い
て
）
交
流
会
を
催
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
地
域
に
足
を
運
び
、
自
分
た
ち
で
家
を

知
り
、
人
の
温
か
さ
を
心
と
体
で
感
じ
と
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
、
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
製
材
所
や
郵
便
局
等
に
も
出
か
け
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
縁
側
で
聞
い
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
戦
争

の
話
や
昔
話
。
竹
と
ん
ぼ
や
お
手
玉
の
遊
び
方
な
ど
、

貴
重
な
話
を
伺
い
ま
し
た
。

暖
か
く
見
守
ら
れ

育
っ
て
い
く
子
ど
も

た
ち
が
、
生
ま
れ
た

ふ
る
さ
と
を
誇
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
い

つ
で
も
気
軽
に
立
ち

寄
れ
声
を
か
け
て
も

ら
え
る
交
流
の
場
と

し
て
、
地
域
で
子
ど

も
た
ち
を
中
心
に
、

子
育
て
の
輪
を
広
げ

て
い
け
た
ら
と
願
っ

て
い
ま
す
。

焼
き
た
て
の
パ
ン

を
ほ
お
ば
り
、
団
子

汁
に
込
め
ら
れ
た
愛

情
を
感
じ
な
が
ら
、

今
後
も
地
域
に
見
守

ら
れ
て
育
つ
子
ど
も

た
ち
が
、
元
気
の
素

に
な
れ
ま
す
よ
う
に
。 ▲わたしたちのまち

▲上手にやけるかな

からだもココロもリフレッシュ！
産後の体の回復と共に、疲れやストレスも解消Z

日時u３月13日E 10時受付　10時半～11時半
場所u山鹿市健康福祉センター
対象u生後２カ月～６カ月の赤ちゃんと親
（妊娠中の方も見学にどうぞ）

講師u黒木千代子先生
（日本マタニティー協会ゴールドインストラクター）

定員u30組（先着順）
参加費u無料
準備物u活動しやすい服装、上靴、お茶、汗拭きタオル

赤ちゃんの敷物（バスタオルなど）
申込期間u２月25日B～　午前９時～午後５時

（定員になりしだい締切）
…菊鹿子育て支援センター

148-4660
申込・問合せ

平成19年12月25日、中央児童センターにおいて、
児童、生徒が乳幼児と出会い、触れ合う機会を持つ
ことをねらって、児童館の子どもたちと子育て中の
お母さん、赤ちゃんとのふれあい交流を実施しまし
た。
最初に、健康増進課助産師の横手さんから赤ちゃ

んの誕生や人形での抱き方を教えてもらい、また山
鹿子育て支援センター保育士の清田緑さん、有富あ
おいさんから接し方や、遊び方を習ってからの交流
が始まりました。
最初は自信なさそうにしていた子どもたちも、お

手伝いしてもらったシルバー人材センターの会員さ
ん方に手を取って一緒に参加してもらい、次第に笑
顔が出て、7歳～70歳代までの50名が一緒につどう場
となり、暖かい雰囲気の中で２時間あまりがあっと
いう間に終了しました。
参加した中学生は、「今日は、赤ちゃんに会えてう

れしかったです。人形を抱っこしてみて重かったし、
抱き方も難しかったです」「赤ちゃんがいると家族が
にぎやかになると思いました」また、「とっても楽し
かったです。元気に大きくなってください。また会
いたいです」と赤ちゃんへのメッセージも伝えてく
れました。

児童館は月曜から土曜日まで開いています。
いつでも利用してください。

…
第一児童館 石1085-1 143-1128
中央児童館 山鹿1184 144-0057
児童センター　藤井126 146-4441
鹿本児童館 鹿本町来民1536 146-4455

▲教えていただいた福山さんを囲んで
（左から）甲斐豊美さん、竹下菜美さん、福山明義さん、

中坂麻里さん

12月22日G つどいの広場「おさか童夢」

※参加されたママたちの感想
今まで、祖母や親任せだったお正月飾りが自分で
作れるなんて感激でした。思っていたよりも、とて
も上手に出来上がり、お飾りにも興味がでました。
手作りっていいですね。なんでも一生懸命取り組
むことは楽しいです。
普段あまり触らない「わら」に触れて子どもも喜
んでくれて良かったです。
優しく・楽しく教えてくださった福山さん、あり
がとうございました。おかげで良いお正月が迎えら
れそうです。

問合せ

▲「僕もこんなに小さかったのかな～？」
緒方祐人くん（小１）



小学校・中学校の話題をお届け！

※クラブ員の声を通して各クラブの魅力を紹介します

投
稿

HPアドレス
http://www.yamaga-sports.com

米野岳小学校

山鹿市熊入町416総合体育館内
1４３‐００９３

投
稿

▲目指すはゴール！自分との戦いでもあります

山
鹿
Ｆ
Ｃ
ベ
レ
ー
ザ

保
護
者
会
さ
ん

12
月
１
・
２
日
、
宮
崎
県
西
都
市
清

水
台
総
合
公
園
に
て
「
第
18
回
Ｊ
Ｆ
Ａ

ガ
ー
ル
ズ
・
エ
イ
ト
・
サ
ッ
カ
ー
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、「
山
鹿
Ｆ
Ｃ
ベ
レ

ー
ザ
」
が
出
場
し
ま
し
た
。

青
々
と
し
た
芝
生
の
上
で
熱
戦
を
繰

り
ひ
ろ
げ
、
３
勝
１
引
き
分
け
で
見
事

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
元
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン

で
現
Ｊ
Ｆ
Ａ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
川
上
直

子
選
手
が
訪
れ
、
選
手
た
ち
に
激
励
と

声
援
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

な
お
、
試
合
結
果
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

山
鹿
Ｆ
Ｃ
ベ
レ
ー
ザ
４
‐
１

ブ
ル
テ
ィ
ー
ダ
沖
縄
Ｆ
Ｃ

山
鹿
Ｆ
Ｃ
ベ
レ
ー
ザ
１
‐
０
長
崎
県
選
抜

山
鹿
Ｆ
Ｃ
ベ
レ
ー
ザ
５
‐
１佐

賀
県
選
抜
Ａ

山
鹿
Ｆ
Ｃ
ベ
レ
ー
ザ
０
‐
０

鹿
児
島
Ｓ
Ｃ
レ
デ
ィ
ー
ス

こ
れ
か
ら
も
選
手
一
同
頑
張
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

投
稿

山
鹿
ラ
イ
ブ
工
房
鹿
音

代
表
　
勝
見
さ
ん

去
る
12
月
22
日
に
菊
鹿
町
の
木
馬
館

で
初
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
し
た
。

山
鹿
で
音
楽
好
き
仲
間
で
た
ち
あ
げ

ま
し
た
「
山
鹿
ラ
イ
ブ
工
房
鹿
音
」
と

い
い
ま
す
。

昔
な
つ
か
し
い
フ
ォ
ー
ク
や
昭
和
歌

謡
を
中
心
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
共
に

「
純
粋
に
音
楽
を
楽
し
み
た
い
！
」
と

熱
い
思
い
で
集
ま
っ
た
仲
間
た
ち
で

す
。ラ

イ
ブ
で
の
収
益
金
は
、
福
祉
施
設

に
寄
附
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
山
鹿
市
を
中
心
に
な
つ

か
し
い
フ
ォ
ー
ク
や
昭
和
歌
謡
の
良
さ

を
歌
い
継
い
で
い
き
た
い
と
「
鹿
音
」

の
仲
間
一
同
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ

い
。都

合
さ
え
つ
け
ば
、
ど
こ
へ
で
も
出

前
ラ
イ
ブ
う
け
た
ま
わ
り
ま
す
。

（
勝
見
1
090
‐
７
４
５
１
‐
１
８
０
６
）

熊本県クロスカントリー・全九州小学生駅伝競走大会出場
新年が始まってすぐの１月５日(土)、県農業公園（合志市）で熊本
県クロスカントリー大会が開催され、わがスポーツクラブの陸上部が
小学・2000ｍの部に出場しました。
男子の部では、クラブの田添　理くん（山鹿小６年）が見事準優勝
し、また幸村亮太くん（米野岳小６年）が５位入賞を果たしました。
その他の選手も完走しました。
日頃よりクラブ等での練習の成果がでたのではないかと思います。
おめでとうございました。
今月２月３日(日)に、福岡県小郡市で開催される「第11回全九州小
学生駅伝競走大会」にも出場します。クロスカントリー大会終了後す
ぐからこの大会に向けて、当クラブマネージャーの前田監督指導のも
と練習に励んでいます。今後の陸上部の活躍をクラブも応援します。

６年　福田　恭子
米野岳小の全校児童は、88人でみんな仲がいいです。

昼休みは、全校遊びをする日があります。なかよし班
（縦割り班）でいろいろな行事にも取り組んでいます。
米野岳小の自慢は、「小鳥の森」です。川でいろいろ

な生き物を見つけたり、魚を捕ったり、水遊びを楽し
んだりしています。
また、去年から学校林も手入れをして、活動が出来

るようになりました。今年は、緑の少年団活動で、巣
箱を作ってかけました。
自分たちの手で学校を良くしていこうと、児童会活

動をしています。全校児童の選挙で選ばれた役員が中
心となって、くらしのめあてを決めたり、行事を進め
たりします。今度、来年度の児童会三役を決める選挙
があります。私は、
なるべくたくさんの
人に立候補してもら
って、低学年の人た
ちにもしっかり考え
て選んでほしいと思
います。
この他に、環境Ｉ

ＳＯやＪＲＣ活動に
も学校をあげて取り
組んでいきます。

▲「緑の少年団」の団結式（学校林にて）

▲なかよし班で楽しくゲーム（収穫祭）

投
稿

麻
生
美
恵
子
さ
ん

（
山
鹿
）

５
日
の
お
昼
過
ぎ
、
な
ん
と
な
く
ラ

ジ
オ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
、「
あ

〜
ら
、
あ
ん
た
も
や
っ
ぱ
り
老
け
た
な

〜
ア
ッ
ハ
ハ
ハ
」
と
大
き
な
声
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
じ
っ
と
聞

い
て
い
た
ら
、
水
前
寺
清
子
さ
ん
の
声

で
し
た
。「
お
か
え
り
な
さ
い
」
と
同

級
生
が
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
の
に
対
し
て

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
速
答
だ
っ
た
の

で
す
。「
こ
の
商
店
街
は
、
私
が
12
歳

ま
で
育
っ
た
ふ
る
さ
と
。
み
ん
な
会
う

人
ご
と
に
『
お
か
え
り
な
さ
い
』
と
声

を
掛
け
て
く
れ
る
。
昔
の
ま
ま
の
雰
囲

気
な
ん
だ
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
な
ん
と
い
い
街
な
ん
だ
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
。

幼
な
じ
み
や
小
学
校
の
５
・
６
年
の

担
任
の
先
生
も
登
場
さ
れ
、
水
前
寺
さ

ん
も
大
喜
び
だ
っ
た
様
子
で
す
。

そ
し
て
、
小
学
校
校
歌
の
「
気
高
く

白
い
な
で
し
こ
の
花
」
に
つ
い
て
の
お

話
し
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
こ
れ

は
い
つ
か
ど
こ
か
の
本
で
読
ん
だ
こ
と

が
あ
る
と
急
に
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
て

き
ま
し
た
。
水
前
寺
さ
ん
は
、
こ
の
校

歌
を
歌
い
な
が
ら
ど
ん
な
苦
し
い
時
も

頑
張
っ
て
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

買
い
物
客
が
詰
め
掛
け
た
商
店
街

は
、
水
前
寺
さ
ん
の
歯
切
れ
の
よ
い
お

し
ゃ
べ
り
で
盛
り
上
り
、「
心
の
ふ
る

さ
と
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
エ

ー
ル
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

元
気
で
明
る
い
水
前
寺
さ
ん
に
た
く

さ
ん
の
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

山
鹿
流
「
バ
ナ
ナ
た
た
き
売
り
」

保
存
会
事
務
所

「
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
」
は
明
治

の
末
、
門
司
に
発
祥
し
、
大
正
９
年
頃

に
山
鹿
の
町
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

古
き
よ
き
時
代
に
見
せ
、
聞
か
せ
た

そ
の
巧
み
な
口
上
売
り
。
失
わ
れ
ゆ
く

そ
の
中
で
、
威
勢
の
い
い
合
い
の
手
と

名
調
子
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
な

ど
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

随
時
会
員
募
集
中
！

連
絡
先
…
プ
ラ
ザ
フ
ァ
イ
ブ
内
山
鹿
流
　

「
バ
ナ
ナ
た
た
き
売
り
」
保
存
会
　

事
務
所
（
1
43
‐
１
８
３
８
）

代
表
　
竹
森

（
1
090
‐
５
７
２
６
‐
２
４
７
９
）

▲学校林に巣箱をかける

▲自分の力を精一杯出して満足した笑顔



〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

【
受
益
者
分
担
金
の
取
扱
い
の
変
更
】

受
益
者
分
担
金
に
つ
い
て
は
、
宅
内

接
続
時
に
賦
課
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
20
年
度
に
未
接
続
の
世
帯
お
よ
び
事

業
所
を
対
象
に
、
受
益
者
分
担
金
が
一

斉
に
賦
課
さ
れ
ま
す
。

対
象
地
区u

鹿
本
地
区
・
鹿
央
地
区

【
宅
地
内
の
下
水
点
検
・
清
掃
等
に
訪

れ
る
不
審
な
業
者
に
注
意
！
】

お
宅
を
訪
問
し
、
下
水
の
排
水
管
や

桝
の
調
査
・
点
検
な
ど
と
言
い
、「
修

繕
・
清
掃
・
消
毒
」
を
迫
っ
た
り
、
強

引
に
行
う
業
者
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
、
宅
内
の
排
水
管
な
ど
の
点

検
や
修
繕
を
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
伺
う
よ
う
な
場

合
、
事
前
に
連
絡
を
し
ま
す
。

※
少
し
で
も
不
審
に
思
わ
れ
た
場
合

・
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
る

・
そ
の
場
で
契
約
し
な
い

・
下
水
道
課
に
問
い
合
わ
せ
る

…
下
水
道
課
　1

43
‐
１
１
９
８

問
合
せ

市
が
20
年
度
に
行
う
建
設
工
事
等
の

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方
の
申
請
書

受
付
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

受
付
期
間u

２
月
15
日
F
〜
29
日
F

受
付
場
所u

市
役
所
３
階
総
務
課
監
理
検
査
室

提
出
書
類u

Ａ
４
版
に
以
下
の
書
類
を
フ
ァ
イ
リ

ン
グ
し
た
も
の
（
焼
却
で
き
る
も
の
で

表
紙
お
よ
び
背
表
紙
に
商
号
ま
た
は
名

称
を
記
入
）

q
参
加
資
格
審
査
申
請
書

w
工
事
経
歴
書
・
委
託
経
歴
書

e
営
業
所
一
覧
表

r
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書
の
写
し

t
建
設
業
許
可
証
明
書

測
量
・
設
計
・
コ
ン
サ
ル
登
録
証

y
商
業
登
録
簿
謄
本
（
法
人
）

ま
た
は
身
元
証
明
書
（
個
人
）

u
納
税
証
明
書
（
国
・
県
・
市
）

i
印
鑑
証
明
書
（
原
本
）

o
使
用
印
鑑
届
（
原
本
）

!0
技
術
職
員
名
簿

!1
営
業
用
機
器
調
書

!2
建
退
共
加
入
証
明
書

!3
労
災
保
険
支
払
い
証
明
書

!4
法
定
外
労
災
補
償
加
入
証
明
書

!5
委
任
す
る
場
合
委
任
状

測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に
つ

い
て
は
、
q
〜
e
t
〜
!1
!5
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す

…
総
務
課
監
理
検
査
室

1
43
‐
１
１
１
８

問
合
せ

社会保険事務所の専門官が相談を受けます。
年金手帳や年金証書など基礎年金番号がわかる
ものをご持参ください。
日時u２月13日D・27日D

10：00～15：00（12：00～13：00を除く）
場所u市役所１階会議室

…国保年金課　1４３‐１５３０問合せ

次
の
要
領
で
、
平
成
20
年
度
の
奨
学

金
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
資
格u

q
市
内
に
３
年
以
上
在
住
す
る
方
の
被

扶
養
者

w
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

な
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

F
は
固
定
資
産
税
第
４
期

の
納
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

期
間u

２
月
27
日
D
・
28
日
E

29
日
F

午
後
８
時
ま
で

場
所u

本
庁
税
務
課
窓
口

※
市
税
・
国
保
税
は
、
納
期
限
を
過
ぎ

る
と
年
利
一
四
・
六
％
の
延
滞
金
が

か
か
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
納
期
限
内

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

…
税
務
課

1
43
‐
１
１
４
４

問
合
せ

【
戦
没
者
等
遺
族
特
別
弔
慰
金
】

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
ま
だ
の
方
は
お
早
め

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間u

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

対
象
者u

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺

族
（
平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
の
受
給
者

が
い
な
い
場
合
）

給
付
額
と
方
法u

40
万
円
を
10
年
償
還
　
　

の
記
名
国
債
で
支
給

…
福
祉
課
　
1
43
‐
１
１
６
７

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

鹿
北
1
32
‐
３
１
１
１

菊
鹿
1
48
‐
３
１
１
１

鹿
本
1
46
‐
３
１
１
２

鹿
央
1
36
‐
３
１
１
４

問
合
せ

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

２
月
４
日
B

w
子
ど
も
生
活
相
談u

２
月
18
日
B

e
消
費
生
活
相
談u

２
月
25
日
B

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
、
ど
こ
の
支
所
で
も

受
け
ら
れ
ま
す
。

※
e
法
律
・
警
察
相
談
は
要
予
約
で
す

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

２
月
１
日
F

w
子
ど
も
生
活
相
談u

２
月
８
日
F

e
法
律
相
談u

２
月
15
日
F
要
予
約

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午
　

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

２
月
７
日
E

w
子
ど
も
生
活
相
談u

２
月
14
日
E

e
警
察
相
談u

２
月
21
日
E
要
予
約

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

２
月
６
日
D

w
子
ど
も
生
活
相
談u

２
月
13
日
D

e
心
の
悩
み
相
談u

２
月
20
日
D

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　

場
所u

菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館
　
　
　

1
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

２
月
５
日
C

w
子
ど
も
生
活
相
談u

２
月
12
日
C

e
司
法
相
談u

２
月
19
日
C

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

「
相
続
登
記
は
お
す
み
で
す
か
月

間
」
と
し
て
無
料
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

日
時u

２
月
７
日
E

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所u

ゆ
〜
く
ん
ち
（
旧
来
民
郵
便
局
）

1
42
‐
９
０
２
２

相
談
内
容u

不
動
産
の
相
続
・
遺
言

そ
の
他
相
続
問
題

…
県
司
法
書
士
会
山
鹿
支
部

1
43
‐
２
５
４
５

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
。

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時u

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所u

本
庁
福
祉
課

内
容u

家
庭
や
児
童
に
つ
い
て
の
相
談

…
福
祉
課

1
43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

e
学
業
成
績
が
優
秀
で
あ
る
こ
と

r
日
本
学
生
支
援
機
構
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
も
の
か
ら
奨
学
金
の
貸
与
ま

た
は
給
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

貸
付
金
額u

★
高
校
お
よ
び
専
修
学
校
高
等
課
程

国
公
立
…
月
額
１
５
、
０
０
０
円

私
　
立
…
月
額
２
０
、
０
０
０
円

★
大
学
お
よ
び
専
修
学
校
専
門
課
程

月
額
３
０
、
０
０
０
円

返
還
方
法u

・
貸
付
終
了
後
半
年
間
据
え
置
き

・
貸
与
期
間
の
２
倍
以
内
の
期
間
で

返
還

受
付
期
間u

３
月
７
日
F
〜
４
月
７
日
B
ま
で

…
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

1
43
‐
１
６
３
８

問
合
せ

環
境
基
本
計
画
の
策
定
に
伴
い
、
市

の
自
然
環
境
に
つ
い
て
調
査
を
し
ま
し

た
。そ

の
成
果
に
つ
い
て
報
告
会
を
開
催

し
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
事
前
に
環
境
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時u

２
月
19
日
C

午
後
２
時
〜
　

（
約
２
時
間
）

場
所u

市
役
所
３
階
第
１
会
議
室

講
師u

植
物
・
ほ
乳
類
・
は
虫
類

鳥
類
の
各
分
野
調
査
担
当
者

…
環
境
課
　

1
43
‐
７
２
１
１

申
込
・
問
合
せ

相談は無料です。お気軽にご相談ください。
日時u２月14日E

13：30～16：00
場所u青少年ホーム（市役所裏）

…商工課　1４３‐１４１３問合せ



〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

市内主要観光地をバスで巡る市民向けのツアー
です。
山鹿に訪れた人を温かくおもてなしできるよう
に、もっとわが町の魅力を探訪してみませんか。
参加費uひとり　１,５００円

（昼食・施設入場料等）
定員u各コース30人（定員になり次第受付終了）

…観光課　1４３‐１５７９

日時uq２月22日F 歴史めぐりコース（９：30～16：30）
スポーツプラザ跡地出発→山鹿市立博物館(西南の役を
学ぶ）→日輪寺(赤穂義士遺髪塔)→幸の国健康温泉館ゆ
～かむ(昼食)→霜野山延寿院「康平寺」→県立装飾古墳
館→鹿央物産館→スポーツプラザ跡地到着

w２月23日G 工芸めぐりコース（９：30～16：30）
スポーツプラザ跡地出発→山鹿灯籠民芸館→来民渋うち
わ製作工場→めっくり飴製作工場→鞠智城・長者館(昼
食)→歴史公園「鞠智城」→あんずの丘（押し花体験)→
旧鹿本鉄道鉄橋→スポーツプラザ跡地到着申込・問合せ

伝
統
芸
能
〜
浪
曲
〜
を
変
え
た
国
本

武
春
の
忠
臣
蔵
新
世
界
！
「
江
戸
城
松

の
廊
下
か
ら
吉
良
邸
」
ま
で
三
味
線
の

響
き
に
の
せ
て
、
ロ
ッ
ク
と
バ
ラ
ー
ド

で
送
る
日
本
一
の
忠
臣
蔵
！

日
時u

２
月
17
日
A

午
後
１
時
半
　
開
演
　

場
所u

八
千
代
座

料
金u

大
人
　
　
２
、
５
０
０
円

小
中
高
生
　
　
５
０
０
円

…
八
千
代
座

1
44
‐
４
０
０
４

問
合
せ

日
時u

２
月
10
日
A

午
後
１
時
半
〜

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容u

・
体
験
発
表

「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
子
育
て
」

発
表
者
　
川
嶋
康
男
氏

（
鹿
北
町
剣
道
協
会
長
・
保
護
司
）

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

神
楽
踊
り
「
乙
女
の
舞
」

広
見
小
学
校

鹿
北
茶
山
唄
踊
り
保
存
会

・
講
演

「
今
の
子
、
今
の
ま
ま
で
良
い
の
か
」

講
師
　
中
村
セ
イ
子
氏

（
元
鹿
北
町
教
育
委
員
長
・
元
小
学
校
校
長
）

…
保
護
司
　
小
川
栄
二

1
32
‐
３
１
１
１

問
合
せ

日
時u

２
月
24
日
A

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

300
円

＊
宗
派
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
感
謝
す
る
こ
と
を
中
心
に
心
の
幸
せ

を
学
び
ま
す
。

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

日
時u

２
月
３
日
A

場
所u

日
輪
寺

テ
ー
マu

〜
忠
臣
蔵
〜
義
士
ま
つ
り

一
部
　
午
前
10
時
　
供
養
祭

二
部
　
午
前
11
時
　
講
談

・
安
兵
衛
高
田
の
馬
場
駆
付
け

・
堀
内
伝
右
衛
門

講
談
師u

若
林
鶴
雲

会
費u

無
料

…
法
事
の
館
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

日
時u

２
月
10
日
A

午
前
10
時
半
〜
午
前
11
時
半

場
所u

山
鹿
市
中
央
公
民
館

内
容u

幼
児
の
親
子
で
楽
し
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら

遊
び
ま
す
。

参
加
費u

無
料

募
集u

幼
児
の
親
子
20
組

※
先
着
順
で
事
前
申
し
込
み
が
必
要

…
山
鹿
子
ど
も
劇
場

1
44
‐
６
３
７
５

問
合
せ

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

k
講師　多田隈亮典　静物と風景など水彩画18点
期間u２月１日F～15日Fまで

k
松永高明　祭りや日々の生活などのスナップ18点
期間u２月16日G～29日Fまで

（最終日はそれぞれ15：00まで）

k
期間u２月１日F～３月４日Cまで
Taverna蔓薔薇（日吉町） 1４３‐８９２０
時間u10：00～18：00（第２火曜日・毎週水曜　定休）

「
温
も
り
の
ま
ち
山
鹿
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。
い
ず
れ
も

無
料
で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【「
認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
in
・
や
ま
が
】

日
時u

２
月
23
日
G

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所u

八
千
代
座

内
容u

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
特
別
講
演
（
午
後
２
時
半
〜
）

「
こ
れ
か
ら
の
認
知
症
ケ
ア
と
ま
ち

づ
く
り
」

講
師
　
長
谷
川
和
夫
先
生

（
認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー
長
）

…
い
き
が
い
推
進
課
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
　
　
1
43
‐
０
０
５
２

【
男
女
共
同
参
画フ

ォ
ー
ラ
ム
in
や
ま
が
】

〜
誰
も
が
自
分
ら
し
く

心
豊
か
に
と
も
に
輝
く
た
め
に
〜

日
時u

２
月
24
日
A

午
後
１
時
〜

（
午
後
零
時
半
開
場
）

場
所u

八
千
代
座

内
容u

・
男
女
共
同
参
画
寸
劇

・
基
調
講
演

「
〜
老
老
介
護
４
０
０
０
日
の
軌
跡
〜

八
重
子
の
ハ
ミ
ン
グ
」

講
師
　
陽
　
信
孝
氏

（
元
山
口
県
萩
市
教
育
長
）

※
手
話
通
訳
、
託
児
あ
り
（
要
事
前
申

し
込
み
）

…
企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

1
43
‐
１
１
１
４

問
合
せ

日
時u

２
月
24
日
A

午
前
９
時
開
会

※
雨
天
の
場
合
は
鹿
央
公
民
館
で
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

場
所u

岩
原
古
墳
群
内
（
鹿
央
町
岩
原
）

参
加
資
格u

熊
本
県
子
ど
も
会
安
全
会

に
加
入
し
て
い
る
小
学
生

募
集
締
切u

２
月
13
日
D
（
必
着
）

※
豚
汁
の
無
料
配
布

…
教
育
委
員
会
鹿
央
分
室

1
36
‐
２
１
８
３

申
込
・
問
合
せ

市
役
所
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
内
部
監
査
に
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者u

18
歳
以
上
で
市
が
実
施
す
る
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
内
部
監
査
に

協
力
で
き
る
方

監
査
日
時u

２
月
下
旬
の
平
日
予
定

※
詳
し
く
は
、
後
日
連
絡

監
査
対
象u

市
役
所
の
各
職
場
で
取
り
組
ん
で
い

る
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
運

用
状
況
に
つ
い
て

※
手
順
に
つ
い
て
は
事
前
打
ち
合
わ

せ
有
り

募
集
期
間u

２
月
15
日
F
ま
で

…
環
境
課1

43
‐
７
２
１
１

申
込
・
問
合
せ

問
合
せ

山
鹿
中
学
校
出
身
で
熊
本
盲
学
校
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
の
挑
戦
「
息
を
聴
け
」
の
著

者
で
も
あ
り
ま
す
。

日
時u

２
月
21
日
E

午
後
２
時
半
開
演
　

場
所u

山
鹿
中
学
校
体
育
館

※
入
場
は
無
料
で
生
徒
も
一
緒
に
参
加

…
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
　

1
43
‐
１
６
５
１

問
合
せ

市外在住者向けに広報紙の年間購読の申込を受け付け
ます。親せきや知人で読みたい人がいる場合などにご
利用ください。
年間購読料u2,000円（Ｈ20年４月～Ｈ21年３月まで）
申込方法u広聴広報係までご連絡ください
申込期間u３月末まで（郵便振込）

…秘書課広聴広報係
1４３‐１１１２

問合せ

募
集
テ
ー
マu

男
女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
に
し
た
標
語

応
募
資
格u

未
発
表
で
個
人
の
も
の

応
募
期
間u

２
月
29
日
F
ま
で
必
着

応
募
方
法u

官
製
ハ
ガ
キ
、
電
子
メ
ー

ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
１
通
に

つ
き
１
作
品

…
〒
１
０
０
‐
８
９
１
４

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
‐
６
‐
１

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
総
務
課

標
語
募
集
係

5
０
３
‐
３
５
８
１
‐
９
５
６
６

http://www.gender.go.jp/

申
込
・
問
合
せ

k
期間u２月１日F～15日Fまで

k
期間u２月16日G～29日Fまで

「万葉の風」鹿央物産館（常設展示場）1３６‐３８３８
時間u10：00～17：00 （月曜定休）



工事名 工事場所 落札業者 落札額(円)

12/4
12/4
12/4
12/4
12/4
12/4
12/4
12/4
12/4
12/25
12/25
12/25
12/25
12/25
12/25
12/25
12/25
12/25
12/25
12/25

平成19年度津袋地区配水管布設工事（その５）
平成19年度津袋地区配水管布設工事（その６）
平成19年度菊鹿東部2期地区第４号工事
平成19年度椿井地区中継ポンプ施設工事
平成19年度南島汚水枝線管渠築造工事（７号）
平成19年度津袋地区汚水管渠築造工事（６号）
平成19年度津袋地区汚水管渠築造工事（７号）
平成19年度高橋地区汚水管渠築造工事（７号）
平成19年度御宇田地区汚水管渠築造工事（11号）
平成19年度三玉・八幡地区幹線８号工事
下吉田渕鍋線舗装工事
栗林東部線道路整備工事
天の川中尾線歩道整備工事（２・３工区）
高校信田線道路改良工事
下島田中村線道路改良工事その２
米野吉井線舗装工事
平成19年度津袋地区配水管布設工事（その７）
平成19年度津袋地区配水管布設工事（その９）
林道三楠竹の谷線開設工事（１工区）
林道三楠竹の谷線開設工事（２工区）

鹿本町津袋地内
鹿本町津袋地内
菊鹿町下永野地内
椿井地内
南島地内
鹿本町津袋地内
鹿本町津袋地内
鹿本町高橋地内
鹿本町御宇田地内
久原地内
下吉田地内
中地内
古閑地内
古閑地内
菊鹿町長地内
鹿央町合里地内
鹿本町津袋地内
鹿本町津袋地内
鹿北町岩野地内
鹿北町岩野地内

2八代設備
日創立花!

下田商事
熊本利水工業!

2久保田建設工業
2古澤建設
2上村建設工業
2藤掛建設
2建城園土木
2岩下産業
2久保田建設工業
2佐間野土木
2とみた工業
!岩下建設
2渡辺善建設
2上村建設
2八代設備
!誠工社山鹿支店
!小川建設
!小川建設

7,024,500
7,003,500
12,343,800
7,392,000
8,043,000
16,485,000
17,986,500
10,080,000
13,020,000
8,337,000
6,300,000
9,309,300
14,490,000
17,304,000
10,342,500
9,187,500
5,302,500
5,439,000
29,925,000
20,580,000

※落札価格500万円以上を掲載（落札額は消費税を含む） …本庁総務課監理検査室　143ｰ1118

入札日

問合せ

開催日 行　事　名 時間 料金

夜間
夜間
夜間
昼夜
夜間
夜間
午前
－
夜間
夜間
午後
夜間
午後
夜間

日中

夜間
日中

午後

夜間

有料
有料
関係者
有料
有料
有料
関係者
－
有料
有料
有料
関係者
無料
有料

無料

有料
無料

関係者

有料

１日F

２日G

４日B

５日C

８日F

９日G

10日A

13日D

15日F

16日G

17日A

18日B

19日C

22日F

23日G

24日A

26日C

29日F

山鹿風情物語
山鹿風情物語
八千代座狂言教室
水前寺清子一座特別公演
山鹿風情物語
山鹿風情物語
山鹿市民歌舞伎の会
休館日
山鹿風情物語
山鹿風情物語
国本武春（浪曲師）大忠臣蔵
八千代座狂言教室
山鹿まちづくり活動報告会
山鹿風情物語
～温もりのまち山鹿～
「認知症になっても安心して暮らせる
まちづくり」フォーラムin八千代座
山鹿風情物語
男女共同参画フォーラムin八千代座
菊池川流域温泉郷観光
ボランティアガイド交流講演会
山鹿風情物語

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

３日A

10日A

11日_

17日A

24日A

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時
２
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

徳永循環器科内科医院／大山産婦人科医院
幸村医院
山鹿回生病院／さがわ医院
上塚外科胃腸科医院／小林医院
東内科小児科医院／くりた皮ふ科医院
もろとみ医院／たなか眼科医院



R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください

 

 

しゅうま

（H19.３.29生れ）
鹿校通（山鹿）

Qぼくからのメッセージ
宇土と植木のじいじ・ば
あばいつもありがとう！
また遊びに行くから待っ
ててね！

Qぼくたちからのメッセージ
お兄ちゃんは春から幼稚園、楽し
みだな！これからも一緒に元気い
っぱい遊ぶよ！みんな、ぼくたち
とお友だちになってね！

まさとも

（H15.12.24生れ）
こうせい

（H18.１.29生れ）
古閑（山鹿）

問合せ

幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時
（プール・ジムは午後９時半まで）
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００

昨年のかほくまつりで体力測定を行ったところ別表のと
おり、山鹿市民の体脂肪は、半数以上が「肥満」「軽肥満」
という結果になりました。そこで今回は肥満について！
肥満とは…過剰に体脂肪が蓄積した状態をいい、筋肉の量
による体重の重さとは区別されます。
主な原因…摂取エネルギーの過剰と運動不足など
肥満の主な害…糖尿病、高血圧などの生活習慣病

※最近ではメタボリックシンドローム(注１）
が話題です

肥満度チェック計算方法…
ＢＭＩ(体格指数）＝体重(Kg)÷(身長m×身長m)
標準値はＢＭＩが２２となります。

まずは、現在自分がどれくらい体を動かしているか認識
しましょう。「いつ・どこで・どのくらい」運動している
のか確認し、それを基本に実行可能な目標を立てましょう。
目標が達成できないのはあなたのせいではなく、無理な

目標のせいかもしれません。一気に・・・ではなく、除々
に階段を登るように一歩一歩目標を立ててみてはいかがで
しょうか。

（注１）メタボリックに着目した特定検診・特定保健指導の実施が
義務付けられました。（対象者…40～74歳の被保険者・被扶養者）

てっしん

（H18.２.17生れ）
山内（菊鹿）

Qぼくからのメッセージ
もうすぐ２歳になる保育園と
ブッブーが大好きなわんぱく
小僧です！

赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

かほくまつり
での測定結果

本年度のスローガンは、「向き合おう　自分の体　自分

の生活」です。健康な体を作るには、まず健康的な生活を

送ることが大事になります。

◎健康的な生活とは、
q ･･･「時間がない」「面倒くさい」
と思いがちですが、毎日の生活の中で歩く歩数を増やす、
エレベーターを使わない、テレビやお風呂の時にストレ
ッチなど、小さなことから始め、運動を身近な習慣にし
ましょう。

w ･･･多忙な毎日の中では、
すべて手料理できちんとした食事をとることは大変でし
ょうが、時にはお惣菜や外食を賢く上手に利用しながら、
朝食抜きや過食・偏食にならないよう、工夫してバラン
スの良い食生活を心がけましょう。糖質・脂質の多い間
食は控える、休肝日を週に二日は作ることも実践しまし
ょう。

e ･･･タバコを吸わない
人にも及ぶ害（喫煙者の妻への影響として肺がん死亡率
が高くなる、子どもへの影響として肺炎や気管支喘息な
どにかかりやすくなる等）を知りましょう。ニコチン依
存症は「病気」です。一人で悩まずに、禁煙補助剤を使
ったり、医師に相談するのも禁煙を成功させる秘訣です。

r ･･年に一度は健診を受けて
いても、受けただけで安心していては意味がありま

せん。
健診結果の毎年の数値の変化

に注目し、生活習慣の見直しや、
必要に応じて医療機関の早期受
診を行いましょう。また、受診
により治療が始まった場合は、
自己判断で薬をやめたりするこ
となく、定期的受診・相談をし
て自己管理をしていきましょう。

場所と日時u
q山鹿市役所
２月21日E ９：30～12：00 

13：00～16：00        
w鹿本生涯学習・健康センター
「ひだまり」
２月22日F 9：30～11：30    

12：30～15：30 

※今回の献血は400Aのみです。

日時u２月４日B 山鹿・菊鹿
２月18日B 山鹿・鹿本
２月25日B 山鹿・鹿央
13：30～15：00まで受付
山鹿のみ、13：20受付・13：30開始

場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター
菊　鹿→菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」
鹿　本→鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
鹿　央→鹿央多目的研修センター

k
＊３～４か月児健診（19年10月生）
日時u２月19日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊７～８か月児健診（19年５月26日～６月30日生）
日時u２月26日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊１歳６か月児健診（18年６月生）
日時u２月５日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊３歳児健診（16年10月生）
日時と対象u
２月15日F 山鹿q（山鹿・大道校区）
２月22日F 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：00受付

k
＊乳児健診（19年６月・10月生）
日時u２月12日c 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿
＊１歳６か月児健診（18年６月・７月生）
日時u２月28日E 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿

日時u２月４日B…菊鹿　２月18日B…鹿本
２月25日B…鹿央
いずれも、９：30～11：00まで受付

場所u山鹿、菊鹿、鹿本、鹿央→母子健康手帳交付と同じ
鹿北→鹿北老人福祉センター

お問い合わせは、お住まいの地域の保健師まで
・山鹿市役所健康増進課
（健康福祉センター内） 1４３‐００５０
・鹿北総合支所市民福祉課　　1３２‐３１１１
・菊鹿総合支所市民福祉課　　1４８‐３１１１
・鹿本総合支所市民福祉課　　1４６‐３１１２
・鹿央総合支所市民福祉課　　1３６‐３１１４

山鹿市では、平成20年度の健診の申込みを2月下旬から
開始します。地区の嘱託員（区長）さん、または小組合長
さんを通して「希望調査票」が19歳以上の全世帯に配布さ
れます。必ず必要事項を記入してお返し下さい。
なお、平成20年度の健診体制は大きく変わります。(※1)

今までの「基本健診」が「特定健診」に変わり（メタボリ
ックシンドローム（内臓肥満症候群）に着目した検査内容
になります）、各種健診の受診できる内容も、皆さんのご
加入の健康保険の種類により異なります。詳しくは、2月
下旬に希望調査票と一緒に配布予定の「各種健診のご案内」
をご覧下さい。
※１　「広報やまが」今月号の９ページにも掲載しています。

↑
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１月１日号「およろこび」で掲載した藤本　将輝
さんQ大田黒由岐子さん(山鹿平小城校区)は、「藤
本　将輝さんQ太田黒由岐子さん」の誤りでした。
訂正してお詫びします。

◆およろこび◆

山　鹿 有田　浩二さんQ高田　　幸さん
八　幡 下田　　剛さんQ葭村麻佐美さん
三　岳　古家　雅彦さんQ小山　良美さん
大　道 矢野　貴久さんQ小田　雅代さん

岳　間 古川　　仁さんQ古閑　麻里さん
岩　野 �見澤　晃さんQ野中実奈美さん

城　北 角田　雄二さんQ飯川　　緑さん

来　民 福島　智寛さんQ津野田花保さん
稲　田 青木　和孝さんQ松本　幸之さん

◆うぶごえ◆

山　鹿 松岡　　仁
じん

さん　山� 由奈
ゆ な

さん
�山　拓夢

たくむ

さん　本田璃葵來
り あ ら

さん
出口　愛梨

ま り

さん　中川　凪紗
なぎさ

さん
八　幡 宮本　琴菜

ことな

さん　戸上　鈴奈
れいな

さん
三　岳　中本　翔真

しょうま

さん　一安　裕翔
ひろと

さん
西田茉依佳

ま い か

さん　柿田　修希
しゅうき

さん
古家　美咲

みさき

さん
三　玉　山口　

り

空
あ

さん
大　道 松本　陽向

ひなた

さん　古川　彩月
さいき

さん
井手　千敬

ちひろ

さん　中嶋　大和
やまと

さん
平井　希和

き わ

さん

岩　野 野中　聖太
しょうた

さん

六　郷 横田　彩香
さやか

さん

来　民 渕上　来真
らいま

さん　福島　　竣
しゅん

さん
松本　　眞

しん

さん
稲　田 本田　由佳

ゆ か

さん
中　富 白木　翔和

と わ

さん

千　田　有働　琉星
りゅうせい

さん　城　美梨亜
み り あ

さん
米野岳 大窪　紫夕

しゅう

さん　平野　夢斗
まなと

さん

◆おくやみ◆

山　鹿　田中佑一郎さん(78) 倉員　靖之さん(86)
中原アサヲさん(102)  荻澤フヂ子さん(87)
坂本　弘志さん(51) 富田　徳夫さん(84)
中村　澄子さん(72) 立山　政勝さん(66)
大木　貞雄さん(90) 星子トミコさん(88)
樋口ユキエさん(82)

米　田 横手ミツエさん(98) 井上ツユ子さん(91)
有働義次郎さん(95)

川　辺 猿渡　年子さん(86) �野　良助さん(69)
内賀島初惠さん(93) 八浪　清子さん(81)

八　幡 宮本　只男さん(78)
平小城 島田　俊彦さん(85)
三 岳　西嶽　勝一さん(71) 本田　正博さん(77)

荒木マツヨさん(89) 松本フサ子さん(87)
冨岡ミスヱさん(102)

三 玉　松尾　幸則さん(88)
大　道 上妻トミ子さん(88) 富田政次郎さん(73)

平本　正朝さん(86) 池野　トミさん(90)
永田サナエさん(96)

岳　間　北原　　募さん(60) 井手サツヨさん(79)
岩橋　　勝さん(97)

岩　野 三宅キヌエさん(81) 白田　　登さん(82)
中野　宗雄さん(85) 小原　律子さん(88)

広　見 福山シキエさん(89) 平井　昇一さん(60)
酒井ミシヲさん(93)

内　田 河津　芳記さん(57) 家入ミサヲさん(80)
古家　一記さん(83) 松永フミヨさん(82)
吉里エイ子さん(86)

六　郷 冨田　文次さん(83) 古閑ユキエさん(98)
東　　敏信さん(72)

城　北 中原トミエさん(89) 平井　　馨さん(87)
田中マツコさん(92)

来　民 森山　高明さん(49) 豊田　辰彦さん(66)
稲　田 吉海　六郎さん(79) 工藤キヨ子さん(95)

加藤　　元さん(5) 富田　朝秋さん(89)
高倉　重行さん(83) 前田ヨリコさん(76)
萩尾　芳弘さん(76) 園田　文江さん(99)
石阪　春生さん(89)

中　富 島田アサ子さん(81) 緒方ユキ子さん(74)

千　田 宇野サダ子さん(79) 三宮　秀年さん(74)
竹田　酉男さん(87)

米野岳 横塚　セキさん(92) 石原　欣也さん(69)
山　内 前田コズエさん(93) 有働　　定さん(65)

※12月中の届出受付分を掲載しています
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■人口と世帯
Q
１
月
14
日
山
鹿
市
の
成
人
式
に
取
材
に

出
か
け
ま
し
た
。
最
近
の
成
人
式
は
、
色

が
豊
富
で
す
ね
。
着
付
け
も
千
差
万
別
。

100
人
の
新
成
人
が
い
れ
ば
100
通
の
着
物(

洋

服)

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
で
す
。

Q
「
久
し
ぶ
り
〜
」
の
声
が
飛
び
か
い
、

「
わ
か
ら
ん
だ
っ
た
〜
」
の
笑
い
声
。
い
い

も
ん
で
す
ね
〜
若
い
っ
て
。
若
さ
を
ち
ょ

っ
と
吸
い
込
ん
で
き
た
日
で
し
た
。

(

英)
S

先
日
う
れ
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

以
前
取
材
で
お
会
い
し
た
方
が
市
役
所
に

来
ら
れ
、
一
月
号
に
掲
載
し
た
「
山
鹿
一

周
す
ご
ろ
く
」
と
同
じ
物
を
、
自
分
で
畳

２
畳
分
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
作
ら
れ
て
、

近
く
の
老
人
の
方
や
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。「
周
り

か
ら
も
貸
し
て
欲
し
い
と
言
う
声
が
多
い

で
す
よ
。
い
い
の
を
作
っ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

S

皆
さ
ん
か
ら
の
あ
た
た
か
い
言
葉
や
、

手
に
と
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
事

が
、
私
た
ち
の
一
番
の
喜
び
で
す
。
こ
ち

ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

(

和
）

＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決め
による漢字を使用しています（広聴広報係）

人口　　58,795（－17）
男　　27,781（＋２）
女　　31,014（－19）
世帯数　20,920（－７）
12月末現在（前月末比）

崇城
そうじょう

大学生時代から「山鹿灯籠浪漫・百華百彩」にスタッフとし
て携わった関係で豊前街道が気に入り、昨年春、大学の先輩と「あ
かりギャラリー海越屋

み こ し や

」を開店した井上さんに話しを聞きました。
「小さい頃松坂町の祖母の家から、祖母に連れられプラザ５まで

豊前街道を歩いて買い物に行った思い出があります。大学の研究で
久しぶりに訪れたら、シャッターが閉まっている店が多くてびっく
りしました」と言う井上さん。崇城大学工学部建築学科では、さく
ら湯の研究と山鹿灯籠浪漫・百華百彩の竹灯りなどの製作でちょく
ちょく豊前街道を訪れる事になり、昨年春には大学の先輩と３人で、
竹灯りのギャラリーと竹炭照明の展示販売のお店『海越屋』を九日
町に開店しました。「百華百彩の時からここの雰囲気が気に入って
いたし、自分たちの作品をもっとも美しく見せれるのはここしかな
いと思いました。それに自分たちの手で少しでも山鹿を盛り上げて
いければという思いがありました」。
学生時代などは、まつりでの協力はギャラがもらえる訳ではなく、

ほぼボランティア。準備から片付けの間の生活費などはほとんど自
費で行います。「町の人たちと一緒に苦労しながら作っていった灯
りが灯った時の感動と、みんなのうれしそうな顔を見ると苦労なん
て忘れてしまいます」とさらりと話してくれました。
今年で６回目を迎える『山鹿灯籠浪漫・百華百彩』は１月25日か

ら３月１日までの毎週金曜・
土曜日に開催されます。年々
観光客も増えている山鹿の冬
の灯りの祭典。「今年は11月
末から準備を開始していま
す。昨年に比べ２倍近い『竹
ぼんぼり』になる予定です。
特に金剛乗寺会場は着物と和
傘を使った山鹿オリジナルの
竹灯りが楽しめると思います
よ」今回は中町公園や光専寺
にもライトアップがされ八千
代座前から延びる灯りの帯は
下町まで続きます。「将来的
には商店街のみなさんと協力
して、竹灯りで豊前街道を埋
めつくしてみたいですね」
と話してくれました。若い
彼らの力が着々と山鹿を盛
り上げてくれています。

古き町並みの中に残る山鹿市民の情熱
肥後・熊本（熊本市）を起点とし、山鹿を経て豊前・小倉（北

九州市）に至る「豊前街道」。近世には参勤交代の大名行列が行
き交う宿場町として栄えました。
八千代座は明治43年に、旦那衆と呼ばれる山鹿の実業家たちの

手によってつくられた芝居小屋。江戸時代の古典的様式の中にド
イツ製のレールを使った廻り舞台など、充実した機能をもってい
ました。そのころの山鹿は交通の要衝として物流の拠点であり隆
盛を極めていました。八千代座は当時の豊かさの象徴であり、レ
ベルの高い文化・芸能を楽しむ場として建てられたものです。
明治44年１月11日に「こけら落とし」が行われ、各地より多く

の有名な芸能人たちが来演し、大正・昭和にかけて観客を楽しま
せてくれました。昭和に入り、テレビの普及により一時廃屋同然
となってしまいますが、八千代座での数多くの思い出をもつお年
寄りたちが中心になって復興運動を展開。その努力が実り、昭和
63年に国指定重要文化財に指定され、以後全国にその名を知られ
ることになりました。坂東玉三郎さんの公演や、この芝居小屋に
寄せる山鹿の人々の情熱は、華やかだったあの頃を再び蘇らせて
くれています。
八千代座や、白壁の伝統的建造物が残る豊前街道周辺が平成19

年度『美しいまちなみ大賞(国土交通大臣賞)』を受賞しました。
これは、(財)都市づくりパブリックデザインセンターが選定する
都市景観大賞の最高賞で、全国から16カ所の応募のあった中から
選ばれ、県内では初の受賞です。
受賞した豊前街道周辺は下町の惣門～西上町までの約1.3ｋm

で、米米惣門ツアーや山鹿灯籠浪漫・百華百彩が行われているこ
ともあり、近年は観光客も増加傾向にあります。
豊前街道を市民の手で保存し、そして活かしていく力が高く評

価されての受賞となりました。

■■井井上上　　知知裕裕ささんん【【いいののううええ　　ととももひひろろ】】
豊前街道で『あかりギャラリー海越屋』
を経営。にぎやかなお祭りの「みこし」の
響きと、海を越え外国にも竹灯りを広めた
いという願いから海越屋と名付けた。山鹿
市下吉田在住。24歳。


